
 2018年度の市内総生産は【19兆7,851億円】、対前年の実質成長率は【＋0.4％】

 2019年度の国内総生産実質成長率は【ー0.3％】、府内実質成長率は【－1.5％】

市内総生産 実質成長率（年平均2.0%以上）

2014年度
(H26年度)

2015年度
(H27年度)

2016年度
(H28年度)

2017年度
(H29年度)

2018年度
(H30年度)

2019年度
(Ｒ元年度)

市内総生産（実質） 18兆7,099億円 19兆1,382億円 19兆2,598億円 19兆7,046億円 19兆7,851億円
2022年11月末

公表予定
市内総生産 実質成長率 △1.6％ +2.3％ ＋0.6％ ＋2.3％ ＋0.4％

[参考] 府内総生産 実質成長率 △0.3% +2.4％ ＋0.2％ +3.1％ △0.2％ △1.5％

[参考] 国内総生産 実質成長率 △0.4% +1.7％ ＋0.8％ +1.8％ +0.3％ △0.3％

2013年度 2014年度 2015年度

出典：大阪市計画調整局「平成30年度大阪市民経済計算」、内閣府「2019年度国民経済計算」、大阪府「大阪府民経済計算（令和元年度確報）」
※ 平成30年度大阪市民経済計算は平成23年基準、大阪府民経済計算（令和元年度確報）及び2019年度国民経済計算は平成27年基準に基づき推計。 1

プランにかかる数値目標・指標について 【数値目標】 資料５
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 新型コロナの影響により、出荷売上高・営業利益判断DIと
も大きく落ち込んだものの、最近は持ち直しの動きがみられ
る。

市内中小企業DI推移（原数値・各年平均）

・出荷・売上高DI △15.9以上（年平均）

・営業利益判断DI ＋8.2以上（同上）

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
2022年

※

出荷・売上高
DI（前期比）

△13.9 △8.4 △20.8 △46.9 △25.8 △17.0

営業利益判断
DI

10.3 17.5 11.1 △20.6 △9.0 △4.6

出典：大阪市景気観測調査

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

創業件数 101件 129件 114件 125件 143件

創業件数の推移（5ヵ年合計 500件）

 大阪産業創造館の支援事業による創業・起業件
数は19年度から2年連続で増加。

出典：大阪産業創造館
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プランにかかる数値目標・指標について 【評価指標】

※2022年は1-3月，4-6月期の平均値
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市内中小企業のDI推移（原数値・各年平均）

出荷・売上高DI 営業利益判断DI
（年）



2019年度 2020年度 2021年度

支援先企業における
売上・取引増加額 ※1

約15億円 約55.4億円 約4.4億円

支援先企業における
資金調達獲得額

（投資、公的資金等） ※1

約52億円 約45.5億円 約95.4億円

外国人旅行者消費額
（大阪観光局）

1兆5,665億円
（2019.1～12月）

調査未実施
※2

※1 本市中小企業支援策の活用企業等における実績として把握できたもの（経済戦略局調べ）

※2 外国人旅行者消費額＝①来阪外国人旅行者数×②消費単価であり、①・②ともに調査未実施。
ただし、訪日外客数（全国）は前年度比で2020年度▲87.1％、2021年度▲94.0％（2019年度比
▲99.2％）と2年間で大幅に減少しており、旅行者消費額も2019年度の1兆5,665億円から大幅に減少して
いるものと見込まれる。

プランにかかる数値目標・指標について 【参考指標】


